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発表者はこれまでアジャンター後期窟の仏殿本尊脇侍像や守門像を取り上げ、その菩薩

造像の始まりが第 19窟ファサード左右の守門ヤクシャ像に観察されるように、ヤクシャ像

を基本とし、そこに観音の標識の化仏や弥勒の標識の仏塔および持物の龍華といった菩薩

の図像形式を付加することで、菩薩像の試みが行われたことを実証してきた。特に仏殿脇

侍像の中で第 17、1、4、6 窟上階などにおいては蓮華手、金剛手などヤクシャ形の脇侍像

が確認でき、アジャンター後期窟の守門像、脇侍像において伝統的な古代の民間信仰の神

であるヤクシャ像との関連性がなお根強いことがこれまでの研究で明らかとなった。 

しかし、上記のような現象が西デッカン地方の後期石窟の最初を飾るアジャンター石窟

においてなぜ起きたかについては、未だ不明な部分が多い。本発表はその現象が起きた理

由を後期石窟の僧院窟の仏殿およびその中に祀られた本尊の形成との関連から探り、仏殿

本尊脇侍像（ヤクシャ形）の成立過程を明らかにするものである。つまり、アジャンター

後期窟の最初期の僧院窟において石窟内部後壁の中央を穿ち、本尊を祀る仏殿を配する点

が後期の僧院窟の特徴の一つであった。その最初期の僧院窟の仏殿ではその本尊が明らか

に仏塔から仏像へ変更されていることが知られ、その際変更された仏像の左右に脇侍を伴

わせる観念はなかった。その後、第 17 窟仏殿本尊左右に脇侍像が登場する段階において脇

侍像として蓮華手・金剛手像といったヤクシャ像を採択した。こうした状況の背景にはク

シャーン朝以来インド内部において単独の菩薩像を制作するものの、仏三尊像の脇侍に菩

薩を表わさず、金剛手、蓮華手像といったヤクシャ形の脇侍をとる伝統が大きく影響し、

アジャンター後期窟においても脇侍に菩薩像を採択しなかった要因と考えられる。また 5

世紀中葉のサーンチー大塔の四面の仏三尊像においても脇侍に菩薩像は現われていない。

よって、クシャーン朝〜５世紀中葉のインド内部の仏三尊像の脇侍の系譜を辿ることで、

アジャンター後期窟における仏殿本尊脇侍像の形成過程を明らかにする。 

 


